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篠田 邦彦 
教育担当理事 

八木 尚人 
 

教育委員会活動（講習会活動）へのご協力のお願い 

 
平素は当協会教育委員会へのご協力、誠にありがとうございます。 
当委員会は JIS Z 2305:2013資格を取得するために必要となる訓練を行う訓練組織として、技術講習会、

実技講習会等の講習会事業を展開しておりますが、より充実した訓練プログラムを受講者の皆様にタイムリ
ーに提供するために、訓練講師の拡充を図る必要があると考えており、講師/指導員候補者の公募を行うこと
といたしました。 

JSNDI活動への参画は NDT関連企業にとって多くのメリットがあると思いますので、趣旨ご理解の上、ご
協力頂ける企業/団体におかれましては、候補者をご紹介いただきたく、よろしくお願い申し上げます。 

 
                                 記 
【公募概要】 
 
 公募する人材：講習会講師及び実技講習会指導員（本部及び支部） 
 活動内容： 
   ・OJT期間を経て、最初は実技講習会指導員として従事いただきます。 
   ・その後適性を見て座学講師や部門ごとの専門委員会活動、テキスト編集活動等に参画いただきます。 
   ・JSNDIの各種活動にも参画いただける途あり（学術委員会、標準化委員会、国際活動等） 
 募集対象 NDT種目： RT、UT、MT、PT、ET、ST、TT、LT 
 募集人員数：各種目若干名 
 募集条件： 

・JSNDI団体会員所属企業の社員または個人会員 
・該当種目のレベル 3資格を保有 
（またはレベル 2を保有し今後レベル 3取得を計画している） 

・該当種目の十分な実務経験並びに社内講師としての経験を有する方 
   ・その他等委員会の講師・指導員規定を満足する方 (申請書受領後別途調査) 
   ・長期的に継続して協会活動にご協力いただける方 

（活動参加に対して所属企業のバックアップが得られる方） 
   ※会社をご退職される方もしくは OBの方（65歳未満）のご紹介も歓迎いたします。 
 
  ※UT部門公募対象者（必ずお読みください） 
  UT講習会は G タイプ・R タイプの 2機種のデジタル超音波探傷器に精通している方でないと中々対応で
きません。NDI使用となり、一般に販売している超音波探傷器と異なる点が多くございますので、対象者は
2機種の取り扱いに精通しており、すぐに対応できる方限定とさせていただきます。 

 
 活動にかかる経費等の支給： 
   ・講師/指導員としての活動には当協会所定の講師料と交通費等経費を支払う 
   ・委員会/WG活動への参画には交通費等経費を支払う 
   ・その他テキスト編集等で謝礼を支払うケースもあり 
 
【募集期間】 
 
  募集期間：令和 7年 8月 18日（月）～令和 7年 10月 31日（金） 
  申込方法：添付の申込書を （一社）日本非破壊検査協会 教育委員会宛てにメールにてご送付ください。 
         （申し込みいただいた方に対し、別途ご連絡いたします） 
 
       〔お問い合わせ〕 

〒136-0071 東京都江東区亀戸 2丁目 25番 14号 京阪亀戸ビル 10F 
           TEL：03-5609-4013  E-mail:kyouiku@jsndi.or.jp 
 
 



【教育委員会として活動いただくメリット】 
 
 ・資格の国際化に対する最新情報の入手 
   ご存知の通り、JIS Z 2305資格は ASNT-ACCP資格との相互認証を行う等、ISO 9712をベースとした

国際化を推進しており、今後この動きは加速していくものと思われます。訓練についても規格要求に合致
した形での組織運営が必要となることが予測され、教育委員会活動で得た最新の情報を各社での教育・
訓練組織の運営に役立てることができます。 

 
 ・企業の CSR活動としての活用 
   教育委員会では、広く NDTにかかわる皆様への訓練プログラムの提供や、訓練テキストの編集等の活

動を行っており、企業のCSR活動として、NDTの普及や若手技術者の育成に寄与していることをアピー
ルすることができます。 

 
 ・業界内でのコネクション確立 

当委員会で活動をベースとして JSNDIの活動に広く参画いただくことにより、国内外でのNDT関連人脈
との強力なコネクションを確立することが可能です。 

 
 ・クレジットポイントによる資格更新 

教育や各種委員会/WG活動にご協力いただくことで、レベル３技術者についてはクレジットポイントでの
資格更新が可能※となり、再認証プロセスを効率化することもできます。 
 

※訓練講師だけではクレジットポイントを満足することはできませんが、教育専門委員会やWG活動への
参加や、学会/シンポジウムへの参加等各種協会活動の実績と各社内での活動を組み合わせることで、必
要なクレジットポイントを獲得することが可能です。 

  
 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



申請日：令和  年  月  日  
 

教育委員会 講師・指導員公募 申請書 

   
【会社名】 
 

会社名  
団体 

種別 
 

会社住所 〒 

担当者氏名  E メール  

担当者所属  TEL  

 
 
【講師・指導員候補者】 1種目/人でお願いします 
 

候補者氏名  E メール  

年齢（申請日現在）  TEL  

候補者所属/役職  

申請 

種目 
 

保有資格 

(レベル) 
 

現有 

資格番号 
N 

 
 

候補者氏名  E メール  

年齢（申請日現在）  TEL  

候補者所属/役職  

申請 

種目 
 

保有資格 

(レベル) 
 

現有 

資格番号 
N 

 
 

候補者氏名  E メール  

年齢（申請日現在）  TEL  

候補者所属/役職  

申請 

種目 
 

保有資格 

(レベル) 
 

現有 

資格番号 
N 

 
 

 （一社）日本非破壊検査協会 教育委員会 


